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Ⅰ. 協同的問題解決の学習 
１. 問題解決を通した授業  -Via Problem Solving- 
 現在, 算数・数学教育において広く行われている学習様式は問題解決であり, この問題解決の学
習様式は, 1980 年代に米国より提案１）され, その後我が国をはじめ, 世界的に広まっているもので
ある。この問題解決の学習指導の目的は, 基礎的・基本的な内容の獲得とその学習過程で特に個々














したがって, 問題解決の学習は, 問題解決の学習過程を通して, 物事の知り方それ自体を知り, 
物事の見方や考え方それ自体を身に付け, 学習内容のよりよい理解が図られるとともに,良き問題 
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 1.1 本単元、及び本時の目標 
  中学校第２学年「式の計算」の単元における目標は,文字を用いた式を活用することのよさを実 
感し,それを用いて数量や数量の間の関係を的確に表現し,説明しようとする能力と態度を養う。
また,いくつかの文字を含む四則計算ができるようにすることである。本時は第２次「文字式の利 
用」の 4/4 時であり,目標は「円 O の中に直径が等しい円をいくつか描くとき,円の内部に存在す 
るいくつかの円の周の長さの和についてどのような数学的な関係が成り立つかを考え,文字式を
用いた式を活用してその関係が成り立つ理由を説明できること」である。 
 1.2 期待する数学的活動（3 水準の設定） 
  水準Ａ ：直径 AB の長さを 12cm としてそれぞれの円周の和を求め,12πになることを表し,なぜ 
12πになるかを説明する。 
  水準Ｂ ：直径 AB の長さを d(cm)としてそれぞれの円周の長さを求め,πd(cm)になることを表
し,直径 AB が何 cm であっても直径 AB×πになることを説明する。 
  水準Ｃ ：直径 AB の長さを d(cm),円の内部に存在する円の数を n(個)として,πd(cm)になるこ 
とを表し,直径ABの長さや内部の円の数が変化しても直径AB×πになることを説明す 
            る。 
 
２．実践事例にみる対話の様相 
 2.1 観察の方法 







































  本文の中で用いる記号は,MR1-8 は Meeting Recorder の番号を 
 表し,教師の支援を T,生徒の発言を A,B,C,D で表すものである。 
 平成 26 年 5 月 26 日 鳥取市ＴＭ中学校にて授業実践を実施。 
【問題】円 O の中にいくつかの円を描きます。このとき、内部に 
    ある円の周の和にはどのような関係があるでしょう。 
    また、直径 AB の長さを 12cm(dcm)、円 O の内部に描く 
    円の個数を n(個)として、その関係が成り立つ理由を 











様相１：MR1 による再生･･･授業開始後 4’05” 
    A: 意味がわからん。何をしたらいいんだ。意味がわからない。太線の円周を求める 
ってことか。 B: うん  A: どうしたらいい  B: 周の長さを求める。    
A: 周の長って、直径×π？  B: 2πr      A: えっ、r って何?  B: r は半径 
A: じゃ 1/AB   B: 直径×πだ  A: AB×πだろ 
  対話の解説 ：生徒ＡとＢは,問題の条件について対話し,生徒Ｂは円周を半径を用いて 
表し 2πr としたが,生徒Ａとの対話を通して,直径を用いて AB×πと表 
すに達している。 
 様相２: MR1 による再生･･･授業開始後 8’24” 
    B: 全部 ABπだ  A: 円が 3 個のときは、直径は 1/3 ?  B: 3 分の？ 
    A: ３分のか？  B: ３で割る  A: わかった,了解 
    B: あれ,ちがった 3/AB でない   A: AB/3 ×3  円が 2 個なら,AB/2 ×2 
    B/A ：わかった,わかった。  
     対話の解説 ：生徒ＡとＢは、内部にできる円が 3 個の場合について、AB/3 ×3 の式に 
至る過程が対話から読み取ることができる。 
様相３: MR2 による再生･･･授業開始後 12’34” 
T: 12cm になった。では,直径を d(cm)にしたら。 
B: はい  A: ｄってこと？  B: d,d,d,d   A: じゃ dπ  A/B :dπだ 
B: 円の個数を n にすると?      A: それを n にする？  B: うん,n にする 
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録画 AVI 録音 WAV 
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D: なんで,そんなになる？   A: え～    D: なんでそんなになる？ 
A: この数字があるときに求めた式がこれだろ, この式に n をはめた。   
 対話の解説 ：教師の支援により,直径を文字ｄを用いて表す方向に向かう。生徒ＡとＢの 
対話に、生徒Ｄが加わる。AB/2 ×π×2, AB/3 ×π×3, ･･･ の式に,AB 
を d に,円の個数を n に置き換える。生徒Ｂに問い続けていた生徒Ａは、生 
徒Ｄの質問に答える立場に代わっている。 
   様相４: MR3 による再生･･･授業開始後 18’50” 
           S1 の説明 ：d/2 ×π×2        S2 の説明 ：12/n ×π×n 
         S3 の説明 ：文字 d,n を使う意味を話す,また,どんな数でも代入できること。 
     S4 の説明 ：d/n ×π×n (前に出て,板書しながら解説する) 
 T: 円周の和が 12πになる根拠は？ 
 C: 3000πか？   A: 3000π   C/A: わかった？説明できる？ 
    C: わかった。みんなの説明のおかげかな。  A: だろうな。 
    C: あの S4 君のでわかった。 
 対話の解説 ：円 O の内部にいくつの円を描いても,常に円周の和が 12πになる理由を問 
う教師に対して,生徒ＡとＣは口を揃えて 3000πと答える。そして、その 





















































































































註１）KING GIM MR360, 録画 AVI(Motion JPEG 形式),録音 WAV(リニア PCM 形式) 
註２）知の技法としての評価の対象は,理解の手段を獲得するための「知ることを学ぶ」:a way 
 of knowing であり,創造的に行動するための「為すことを学ぶ」:a way of doing であり,社会 
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